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Atami hot spring is said to have its origins in ancient times, hot spring village is satisfied "Dezuru hot water" 
is to be used as a bathing recuperation from Izusan around. By honjin of Tokugawa Ieyasu was poised, and 
established itself as a watering place in the Edo era. In addition to the Oyu was the presence of immobility as a 
symbol of Atami hot spring, for what has the value added by privilege of, and, in deciphering the spatial 
structure while following the city formed around the Oyu is the cornerstone of business it is intended to make 
clear whether the has evolved as a hot springs town may reflect the found value.  
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１． はじめに 
 様々な手法で計画され、開発される空間や都市。しか
し、その中で何を持って魅力的な都市空間が形成される
だろうか。 
 魅力的というのは、各個人の判断に委ねられるかもし
れないが、何かが長い間重要な要素として受け継がれて
いくことは魅力的な都市である一つの判断基準になりう
ると思う。それは建築、社寺、都市のシンボル、祭り、
コミュニティなど様々な要因が挙げられるが、そこにし
か存在しえないものはその地の固有の文化として残る可
能性は極めて高くなる。時代によって多くの変化もある
一方で、その本質を紐解けば変わらずあるもの。ここに
魅力が生まれると感じている。 
 そして、それらを備えているのが本研究の対象地の熱
海であると思っている。特に江戸時代から江戸の町を追
うように発展してきた都市は、時代の流行を取り入れつ
つも、その地形に、文化に、空間に、建築に、都市に色
濃く反映され、その継承の過程が如実に表れているので
ある。つまり、温泉町をみることは、産業形態や生活様
式が異なっている決定的な違いはあるものの、都市空間
の継承という意味においては、再開発の重要な手掛かり
が隠されているはずであり、見過ごすことはできないも
のである。 
 継承するためには様々な変化に対応し、保持していく
ものもあれば、時には何かを破棄しなければならないこ
ともある。仮に何か継承されているものがあれば、その
過程を追うことでその場の持っている魅力というものが
明らかになり、それが現状に必然として形態として表出
されるはずである。その表出の過程を追うことは建築や
都市の歴史を扱う上でとても重要であり、開発で何が重
要なのかということも明らかになると考える。 
 その意味において、熱海の空間構造を研究すること
は意義のあることなのではないだろうか。 
 
２． 研究方法・目的 
 熱海温泉は古代にその起源を持つとされ、伊豆山周辺
から「出ずる湯」が入湯療養として用いられるようにな
り温泉集落が成立した。江戸時代には徳川家康の本陣が
構えられたことで、湯治場としての地位を確立した。特
権性による付加価値を持ち、商売の要である大湯を中心
に形成される都市を追いながら空間構造を読み解き、そ
して熱海温泉の象徴として不動の存在であった大湯の他
に、何に対して価値を見出し反映することで温泉町とし
て発展してきたのかを明らかにすることを目的とする。 
 近世から熱海温泉の案内図として絵図が存在し、その
町の様子や建物の姿をよく示しているものが「豆州熱海
絵図」、「熱海温泉図彙」、「新撰豆州熱海温泉全図」
であり、そこから湯治の熱海温泉の空間構造を明らかに
し、徳川家の本陣が置かれたという特権性が薄れた以降
に自分たちでどのように造り替え、あるいは伝統を守っ
てきたのかその変遷を追う。 
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 また、熱海における湯や地理的条件を人々がどのよう
に解釈し、位置づけてきたのかを紐解くことは熱海の空
間構造や社会構造を知る上では極めて重要な作業となる。
こうした近世・近代の社会構造の移り変わりと、建築や
都市の空間の変容を平面・地形から断面的な立体へ起こ
し、ミクロ・マクロに追うことが研究方法である。 
 
３． 熱海温泉の成立 
（１）湯治場集落の成立 
熱海が温泉集落として誕生したとされる記録は、現在
の大湯間歇泉の近くに鎮座する湯前神社に残る。平安時
代末期には湯前神社が存在していたことから大湯そのも
のは平安時代末期以前に存在していたと言える。 
平安時代末期、現在の伊豆山である走湯山を本所とし
て熱海に住み着いた北条氏の祖である阿多見聖範以来、
熱海の集落は武家の手によって開発されてきた。 
走湯山周辺の出づる湯がしだいに広く入湯療法にも使
われ、それは熱海にも波及し北条氏が地頭職に補任され
ていた頃の農漁業から湯治を中心とする温泉集落へと姿
を変えていった。 
（２）「豆州熱海絵図」 
 
 
図１ 豆州熱海絵図 
 
近世の熱海の開発を知る上で重要な資料がある。それ
が 1681（天和元）年に菱河吉兵衛によって描かれた「豆
州熱海絵図」である。 
絵図中でも特に目に留まる敷地内に建物が描かれた湯
戸は特権階級であり、大湯を中心にして湯戸、住戸、田
畑の多重構造であることが分かった。さらに空間構造の
特徴として大湯の温泉源に最も近く、本陣が置かれる以
前から熱海集落の名主であった今井半太夫と渡辺彦左衛
門が徳川家康の本陣をつとめ、大湯からの引き湯上の地
形的・物理的理由によって、自ずと土地の高低差が社会
権力のヒエラルキーにつながったと言える。また長く逗
留する湯治客の退屈を紛らわせるのに地引網漁の参加や
寺社の参拝、丸山の登頂、その道中における風光明媚な
景色を堪能でき、宿を拠点に山から海岸へのくまなく町
を楽しむ要素を持ち、本町通の縦軸を中心に集落構造が
平面的に広がりを見せていたことが分かる。 
（３）湯戸の形態 
江戸時代の初めには大湯の湯株をもつ湯戸が 27 戸あ
った。そもそも湯株とは縦 1 寸、横 2 寸の口径の筧によ
る引き湯権を指す。湯戸 27 戸が制度として確立した時期
は諸説あり定かではないが、湯店として年貢をおさめて
いたころからすると、近世の初期からこの制度があった
と考えられる。歴史の上で湯戸すべての名が知られるの
は先に述べた「豆州熱海温泉絵図」である。しかし、既
にこの時期には 27 戸の制度にわずかながら変動が起こ
り始めていた。元禄の時代に一度繁栄の頂点を極めたも
のの、その後細かく多少の起伏を辿りながら苦難の時代
が長く続いたのである。 
 
４． 近世の空間～社会構造と空間構造の変容～ 
（１）今井半太夫と湯治の様相 
熱海温泉の歴史を知る上で、代々に渡る名主今井半太
夫家はそれぞれの時代で卓越したリーダーシップを発揮
し、時には村人の窮状を救い温泉産業を開発したり熱海
温泉を湯治場として全国に名を広めた立役者である。今
井半太夫にまつわる事柄は多々あるが、総じて今井家が
熱海の湯治場としての発展やそこに住まう人々に率先し
て貢献し、生涯熱海と共にあったことは言うまでもない。 
熱海や湯河原は東海道の本筋からは箱根峠から熱海街
道に入る陸路が主であるが、時間や懐に余裕のあるもの
は往来から熱海湯治を楽しむ空間が広がっていたと考え
られる。熱海村や近郷には様々な寺院や名刹があり、そ
こを訪れることも湯治客の目的の一つであった。特に伊
豆山権現は神威あらたかな社としてあがめられており、
ご来湯のお殿様方もここに参詣して祈祷を行っていた。
参拝の際には駕籠は使わず、自らの足で歩き道すがら風
光に親しみながら赴くのが一興であった一方、庶民の湯
治客たちにとっても伊豆山詣では行楽にふさわしかった
ため長い逗留中で顔見知りになった同宿の者同士で酒や
弁当を携えて連れだった。 
（２）楼と亭 
熱海の名と共に有名であった湯戸の離れ・別邸は今井
半太夫の「一碧楼」と渡辺彦左衛門の「一色亭」であっ
た。また明確な名はないものの、芥川五郎右衛門や鈴木
三郎右衛門にも同様の別亭もしくは小楼を所有していた。
これらの楼や亭は茶人向きに数寄を凝らした上、熱海の
素晴らしい眺望を欲しいままにできるよう造られ、後年
における熱海の隆盛期には、江戸でも一碧楼の今井に泊
まるかはたまた一色亭の渡辺を選ぶかが温泉好きの間で
の話題でもあった。この楼や亭は貴族や文化人だけでな
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く、庶民にも手が届く娯楽の一環として湯治客の獲得に
貢献していたと考えられる。 
起伏の激しい地形は、たとえ隣接した湯戸同士でさえ
高低さを与え自然的な境界線になり得た。また、地形の
急激な勾配と建物が高くて 2 階ほどであったことから、
視界を遮ることなく軒が広がり一体となって海まで連な
る。風光明媚な周囲の自然環境だけでなく、庭園と建物
の連なりも含めた眺望が精神的な格式を与え、より高所
にあるという認識が充足感を満たすのではないだろうか。 
（３）江戸の見立て 
 一碧楼や一色亭などは設備も江戸の文化の贅を尽く
した瀟洒な一度は宿泊したいと憧れる建物であった。こ
こでいう江戸の文化の贅とは大名屋敷の庭園を示してい
ると思われる。一碧楼や松涛亭のように庭に泉水や池が
配置されていたり、わざわざ築山などを造らずとも自然
の地形の高低差も利用しやすい。また第 1 章でも賭博は
江戸で厳しく禁止されていたため、幕府の禁を破るもの
を熱海に宿泊させるわけにはいかぬ、といった気風もみ
られていたことから、常に江戸の動向や流行に敏感に察
知し、社会構造や湯戸建築に風情や趣を反映していった
のではないだろうか。 
 
５． 近代の開発 
（１）湯戸の分散 
 
 
図２ 新撰豆州熱海温泉全図 
 
1900（明治 33）年に芹澤商会によって発行された「新
撰豆州熱海温泉全図」である。それまでは大湯を中心に
湯戸、住居、田畑が広がっていましたが、明治に入ると
土地の所有者が入れ替わり土地と湯株が細分化され、ま
たインフラ技術の発展に伴い、必ずしも大湯の近くでな
くとも湯が引けるようになった。そのため、「大湯から
湯を引く」というステータスを持つ湯戸は大湯を中心に
山手から海側へ扇状に広がった。 
（２）湯株の獲得と立地 
近世の熱海温泉における湯株は土地に付属した権利で
あった。また湯戸は一定の地域に密集して立ち並び、湯
戸の数の増減はあれどその位置を近世末期ごろまで変え
ることはなかった。つまり、上町、本町、新宿の北側一
帯で大湯から引き湯している湯戸が、湯坪 1 坪に対し大
湯株 1 株所有していたとみなせる。しかし近代にはいる
とその様相は徐々に変化していく。大正末期まで近世の
湯戸の形態を残すのは鈴木屋、富士屋、鱗屋だけである。
近世では湯戸が集まっていた地帯は、近代の新興旅館や
別荘、民家に変わり、大湯株が付属していた場所は非旅
館営業者における実質的な温泉町としての空洞化が起こ
ったと考えられる。別荘や民家など非旅館営業者にとっ
ては、もちろん宅に湯を引きはするが旅館営業者ほどの
湯株が必要であるわけではない。では、実際に大湯株が
どこに分散されていったかといえば、近世における下町、
新宿、荒町などの外郭の旅館や別荘地である。基本的に
は土地と結びついた権利であった湯株が、その土地の湯
株所有者の形態が変わったことで手に余り、例外的に湯
株が外郭へ売買されるようになったことが当たり前にな
りつつあったと思われる。 
（２）客層の変化 
近代においてもともと富裕層に文化人、一般庶民が入
り混じり時には湯治仲間として親交を深めていたものだ
が、近代に入りかつての温泉街の中心部に別荘、民家、
商店、新興旅館が増えれば熱海に訪れる客層にも変化が
出るのではないだろうか。かつて湯治の逗留中退屈を紛
らわせるため湯治仲間と連れ立って行楽に出かけ酒を酌
み交わし、ある程度の期間を置いて流動的に変化してい
たものが、別荘地や民家、新興旅館の参入による客層の
住み分けがあったのではないかと考える。 
 
６． 結論 
近代になると土地所有者の入れ替わりが流動的で、土
地や湯株は細分化されます。また、建設技術などの発展
により必ずしも大湯の近くでなくとも湯が引けるように
なった。さらに天領という徳川家との結びつきや特権性
も徐々に薄れ、熱海湯治というブランドに甘んじていた
ところから脱却しなければならない必要性も相まって熱
海温泉の平面構造の逆転化が起こります。そして平面的
な集落の広がりから、地形が再評価されそれを活かした
眺望に新たな付加価値を見出していきました。貴族や文
化人だけでなく庶民にも「高所に登る」という娯楽を提
供し、肉体的な満足だけでなく精神的な充足を与える空
間構造へと変化したと言える。 
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